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人民党が総選挙圧勝も，新型コロナ
ウイルス感染症拡大で難局を迎える
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概　　況
　2020年のモンゴルは新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の脅威に翻弄され
た。隣国中国での感染症拡大に対し，フレルスフ政権は ₁月末から国境閉鎖や国
際航空・列車の運行停止，国内移動や商業・サービス営業の断続的な制限といっ
た措置を打ち出した。これによりモンゴルは国内での感染阻止にいったんは成功
し，フレルスフ首相率いる人民党はその勢いを駆って， ₆月に行われた国会総選
挙で前回に続き大勝した。人民党は10月の統一地方選でも，首都ウランバートル
を中心に各地で勝利を収めた。11月に初の市中感染者が確認されて以降，各地で
感染が拡大し，第 ₂次フレルスフ政権は対応に追われた。しかし，最大野党民主
党の内紛にも助けられ，コロナ問題を理由に政権が揺らぐことはなかった。
　経済面では新型コロナウイルスの影響により低迷した経済の再建が最大の課題
となった。政府は経済対策の発動や補正予算の策定，税金・公共料金の減免措置
を相次いで打ち出し，中央銀行も政策金利を段階的に引き下げたが，経済成長率
は予測値でマイナス5.3％と，市場経済化開始直後で経済が混乱していた1990年
代初頭以来の大幅な悪化を記録した。冬には11年ぶりのゾド（雪害）も発生してお
り，被害拡大が懸念される。
　世界規模での国境封鎖のあおりを受け，2020年はモンゴルにとっても対外関係
で動きづらい ₁年となった。ただそれだけに， ₂月にバトトルガ大統領が行った
中国訪問や，外相級の往来が特筆される。加えて，新型コロナウイルスワクチン
の確保に向けたモンゴルの動きに対し，アメリカやイギリス，インドなど生産国
側も肯定的に反応した。

2020年のモンゴル

https://doi.org/10.24765/asiadoukou.2021.0_75
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国 内 政 治

新型コロナウイルス発生とモンゴルの対応
　モンゴルは国土の南側すべてで中国と接している。また総人口が300万人をよ
うやく上回る程度のモンゴルにとって，感染症の流入・拡大によって人的被害が
相次ぐ事態となれば，国家の存亡にも影響しかねない問題である。
　それだけに，中国での新型コロナウイルス感染症の発生と拡大に対し，モンゴ
ルはいち早く対策を打った。フレルスフ政権は新型コロナ感染症が世界に拡大す
る以前の ₁月末に対策を発動し，教育機関の閉鎖，中国国境からの外国人の入国
とモンゴル国民の中国への渡航禁止，国際会議の中止等の措置を講じた。また翌
₂月にはツァガーン・サル（旧正月）を控え，祝賀行事や親類・友人との賀詞交換
が見込まれていたため，バトトルガ大統領が祝賀行事自粛と感染防止対策を求め
る大統領令を発布した。12日には，エンフトゥブシン副首相・国家非常事態委員
長が防災法に基づき， ₃段階中 ₂段階目の警戒状態である「高度準備態勢」を宣
言した。宣言は13日から実施され，中国や韓国と結ぶ航空便，また中国＝モンゴ
ル間の国際列車の運行が停止された。さらに， ₂月末にはアマルサイハン首都知
事がウランバートル中心部と域外との往来を制限するとともに，宿泊・保養・ス
ポーツ施設等の営業停止，飲食店の営業時間短縮を命じる知事令を発布した。
　これらの措置は ₃月に入って段階的に解除されることが期待されたが，10日に
モンゴル国内で初の感染者が判明すると，国境は閉鎖され，国内移動も制限され
た。のちに感染源が国外であったこと，二次感染者が出なかったことが確認され
たが，国境間の移動は貨物輸送を除いて再開されなかった。しかし，国際旅客輸
送の停止によって国外に足止めされたモンゴル国民に対しては，帰国後に隔離措
置および自宅観察措置を課すことを条件に，政府によるチャーター便で徐々に帰
国を受け入れた。一方で商業・サービス施設の営業は徐々に再開され，政府は厳
格な国境封鎖を行いながら国内経済を動かし始めた。
　これらの措置により，モンゴルは半年以上もの間，国内での二次感染阻止に加
え，感染者の死亡を防ぐことにも成功した。しかし隣接するロシアで感染が拡大
し帰国者が増加すると，国内で感染が広がっていった。
　11月，帰国者 ₂人が隔離期間終了後に新型コロナウイルスに感染していたこと
が判明し，ついに国内で二次感染が起きた。 ₂人は感染に気づかずに市中で行動
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しており，ウイルスが国内に拡散される事態となった。ウイルスはウランバート
ル市内に止まらず，鉄道沿線を中心として国内各県にも広がっていった。
　これに対し，政府は感染判明の翌日から，防災法上最高の警戒状態である「全
面準備態勢」への移行を宣言した。これにより，ウランバートルでは再開されて
いた教育機関の閉鎖をはじめ，食料品・燃料といった最低限の物資の販売を除く
商業・サービス施設の営業停止，許可なき外出や中心街からの入出境の禁止など
からなる封鎖措置がとられることとなった。ウランバートル以外でも，都県をま
たぐ移動の原則禁止，教育機関の閉鎖や酒類の販売・提供禁止といった措置が各
県で講じられたほか，感染者が判明した県では市街地での外出も制限された。加
えて，県によっては ₁世帯 ₁人を対象とする大規模検査も実施された。
　これらの結果，地方での感染は一部を除いて食い止められ，12月 ₁ 日には感染
拡大が収まっていなかったウランバートル，アルハンガイ県，セレンゲ県を除き，
警戒レベルが従前の「高度準備態勢」に戻された。のちに両県でも感染は終息し
ていったが，ウランバートルでは新たなクラスターの出現が後を絶たず，終息の
目途はまったくみえない。地方各県でも，県境封鎖により他の都県で足止めされ
た県民の帰還が問題となる一方で，県内での感染拡大防止，さらには封鎖措置に
よって停止した経済活動の再生も課題となっている。社会では経済面で苦境に立
たされた事業者によるデモが散発したほか，市中感染の発覚によって在外モンゴ
ル国民の帰国措置も停滞しており，帰国がかなわない人々の不満も鬱積している。

選挙戦で候補者の拘束相次ぐ
　新型コロナウイルスへの対応に追われるなかで，2020年は国会総選挙と地方統
一選挙が行われた。 ₅月末には国会総選挙に参加する政党ならびに複数政党によ
る「同盟」の登録が行われ， ₆月に告示された。総選挙実施に対しては，選挙費
用を新型コロナウイルスの影響緩和に充当するべきとの理由からバトトルガ大統
領が延期を主張したものの受け入れられず，予定どおりの実施が決まった。
　主要政党のうち，与党人民党は ₃月の第 ₅回幹部会で選挙への単独参加を決定
しており，単独政権を維持できるかどうかが注目された。一方，最大野党の民主
党も単独での選挙参加を決めると， ₁月に人民革命党離党を表明していたバーサ
ンフー国会議員，元民主党所属で首都知事などを務めたバト＝ウールの復党や，
無所属のジャブフラン国会議員の入党を認めることで，非人民党勢力の糾合と拡
大をねらった。
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　第三勢力では同盟を組んでの選挙参加が相次いだ。前年に民主党から離党した
バトザンダン国会議員とボルド国会議員が設立した正義市民統一同盟党は，エン
フサイハン元首相がかつて率いた民族民主党と小政党の真正党とともに「新同
盟」を結成した。バーサンフー国会議員の離党により唯一の議席を失った人民革
命党は，どちらも国会に議席を有した経験のある市民の意志・緑の党，伝統統一
党と「あなたと私の同盟」を形成し，選挙に臨んだ。また，注目されながら内紛
により2016年の前回総選挙に参加できなかった労働国民党は，民主化運動以来の
流れを汲む社会民主党，小政党の倫理党と構築した「正しい人・有権者同盟」に
より選挙に参加した。
　選挙期間中には支持者が密集する場面や，立候補の可否をめぐって選挙中央委
員会でもみ合いが発生することはあったものの，選挙活動による感染は発生しな
かった。むしろ衝撃を与えたのは，選挙期間中に候補者が相次いで拘束されたこ
とである。 ₅月，人民党を離党して無所属での立候補を予定していたノムトイバ
ヤル前国会議員が反腐敗庁に拘束された。 ₆月にはエルデネバト前首相が職権乱
用を理由に，以前から告訴中であったバヤルツォグト元内閣官房長官，ガンボル
ド元第一副首相，ビャンバサイハン候補が保釈金未払いを理由に拘束された。
　彼らの拘束には与党人民党の影響力をみてとれる。エルデネバト前首相は人民
党の立候補者だが，2018年にフレルスフ党首に対する不信任決議案の議決を試み
たうちの ₁人である（『アジア動向年報2019』参照）。また，ノムトイバヤル前国
会議員は議員在職時にこの不信任案提出に加わったほか，フレルスフ首相とは口
論する場面もみられるなど，対立が知られていた。残り ₃人は民主党からの立候
補者である。
　選挙期間中の候補者の拘束に対しては，支持者を中心に反発や異論が出された
ほか，抗議活動も行われた。しかし，選挙中央委員会が沈黙したこともあり，選
挙戦はそのまま続行されることとなった。なお，エルデネバト前首相の拘束に対
して，人民党からは抗議声明が出ている。

総選挙で人民党圧勝，民主党自滅，第三勢力は得票分散で共倒れ
　総選挙の投票は ₆月24日に予定どおり行われ，即日開票された。全76議席のう
ち，与党人民党は改選議席とほぼ同数となる62議席を確保し，前回に続く地滑り
的勝利を実現させた。政権与党が総選挙を経て単独政権を維持したのは，モンゴ
ルで自由選挙が実施されて以来，初めてのことである。ただし，当選者のなかに
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はセレンゲ県選挙区でトップ当選したものの，勾留中のために宣誓が行えず，議
員としての活動ができないエルデネバト前首相が含まれている。
　一方，野党の議席数は伸び悩んだ。民主党は11議席の獲得に止まり，同党に近
い無所属のアルタンホヤグ元首相を合わせても12議席と，前回同様の大敗を喫し
た。人民革命党は外国資本への敵対的な態度で知られるガンバータル元国会議員
が唯一の議席を確保した。残る ₁議席は労働国民党のドルジハンド氏が獲得し，
同党初の国会進出に成功した。新同盟は現職 ₂人が落選し，その他の政党，同盟，
無所属候補は獲得議席ゼロに終わった。
　人民党の勝因は ₃つある。第 ₁に，選挙時に新型コロナウイルスの国内感染を
防いでいたことで，以前より高評価を得ていたフレルスフ首相や政権がさらに支
持を集めたことが挙げられる。第 ₂に，今回の総選挙で採用された中選挙区完全
連記制を上手く活用できたことである。この制度では二分された首都ウランバー
トルの ₂地区を除き，県・地区ごとに定数 ₂から ₃の選挙区が編成され，有権者
は定数に応じた票を異なる候補者に投票することができる。これに対し，人民党
は各選挙区に定数いっぱいの候補者を擁立するとともに，有権者に対し同党のす
べての候補者に投票するよう呼びかけるキャンペーンを展開し，有権者に浸透し

国会総選挙の投票日，投票所で検温を受ける有権者
（2020年 ₆ 月24日，AFP＝時事）
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た。第 ₃に，今回の総選挙では長く議員を務めたルンデージャンツァン国会議員
やニャムドルジ国会議員，エンフボルド前国会議長といった大物議員が立候補せ
ず，候補者の若返りが図られたことで，とくに都市でのイメージ刷新に成功した
ことも理由だろう。
　対照的に，民主党は選挙戦を通じて失態を重ねて自滅した。民主党は本来，都
市を支持基盤とする政党であったが，2019年後半からエルデネ党首がウランバー
トル市民への月例世論調査で「気に入らない政治家」ワーストワンに繰り返し挙
げられるなど，選挙前の時点で印象は良いものではなかった。また，在外モンゴ
ル国民の帰還に関してエルデネ党首は，新型コロナウイルスに感染している恐れ
のある人々を入国させるべきではないと発言し，在外同胞に対して冷淡だとして
非難を浴びた。
　さらに，民主党は候補者の選定に際し，立候補を希望する者からそれぞれ ₁億
トゥグルグを徴収したことが発覚して批判を集めたほか，それに反発して無所属
で立候補する党員もいた。擁立した候補者も，30年前の民主化運動以来の政治家
や元職など，新味に欠ける人物が目立った。民主党はのちに幹事長と副党首に若
手を起用したが，流れを変えるには至らなかった。
　他方，第三勢力は候補者乱立による共倒れに終わった。今回の総選挙での立候
補者数は606人に達し，前回の候補者数を ₂割以上も上回ることとなった。その
ため第三勢力の候補者間で票が分散し，人民党を利する結果となった。
　この結果に対して第三勢力の多くは納得せず，開票結果に不正があるとして抗
議デモを呼び掛けた。これには民主党の一部も同調する構えを示し，ウランバー
トルでは抗議行動が暴動に発展した2008年総選挙後のいわゆる「7.1事件」の再
来が危ぶまれた。しかし，選挙中央委員会から開票結果の通知を受けたバトトル
ガ大統領がその日のうちに新国会を招集した。本会議が開会すると，抗議の動き
はとたんに沈静化し，選挙結果が名実ともに確定することとなった。

第 2次フレルスフ政権成立，統一地方選でも首都議会選等で勝利
　新国会はフレルスフ首相を引き続き首相に指名し，組閣と宣誓を経て第 ₂次フ
レルスフ政権が成立した。これまでモンゴルでは総選挙のたびに大規模な省庁再
編が行われてきたが，今回は教育・文化・科学技術・スポーツ省が教育・科学省
に改編され，文化省が新設されただけであった。ただし，今回から閣僚兼務が可
能な国会議員を ₄人までに制限する新憲法の規定が適用されたこともあり，閣僚
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の構成は一新され，政治家以外からの起用も目立った。
　新政権が発足したことで，フレルスフ首相は国外に足止めされた国民の帰国，
帰国した感染者からの二次感染防止，国境封鎖による貿易停滞の解消，新型コロ
ナの世界的な拡大により低迷した経済の再生といった難題に引き続き取り組みな
がら，10月の統一地方選挙に臨むこととなった。この時期には帰国者向けの
チャーター便を ₁カ月当たり10便以上運航できており，帰国者からの二次感染抑
え込みにも引き続き成功していた。さらに，後述するとおり輸出も急速な回復を
みせたこともあり，与党は有利な状況で選挙に臨むことができた。
　一方の民主党はエルデネ党首が敗北の責任をとって辞任し，トワーン党首代行
に党首公印を引き渡した。モンゴルでは政府高官や政党指導者等の高位の役職者
が入れ替わる際，印璽（インジ）を引き渡すことが儀礼となっている。トワーン党
首代行は ₈月に新党首を選出すると発表したが，選挙方法をめぐって党内の対立
が表面化し，党首が決まらないまま選挙に臨むことになった。
　ただし地方統一選においては，人民党への対抗を優先する観点から，とくに首
都住民代表議会選挙に向けた野党間の連携が進んだ。民主党は人民革命党と正義
市民統一同盟党との間で同盟「民主主義のための政党間連合」を結成し，人民革
命党との間では候補者の棲み分けを図る一方，正義市民統一同盟党の党員を民主
党候補として擁立した。とはいえ野党連携は首都に限られ，地方まで拡大するこ
とはなかった。これに対して労働国民党は単独での選挙への参加を決定した。内
部対立から一時は参加登録が保留となったものの，最終的には参加が認められた。
　統一地方選は10月15日に投票が行われた。即日開票の結果，首都住民代表議会
では人民党が45議席中34議席を獲得，前回に続く勝利を収めた。「民主主義のた
めの政党間連合」の議席数は ₈にとどまり，労働国民党が ₃議席を得た。また人
民党は首都内のスフバータル地区を除く全地区に加え，13県の議会を制した。
　他方，民主党は残る ₈県とスフバータル地区議会で多数派となり，退潮傾向を
緩和できた形となった。しかし，選挙後の12月にはエルデネ前党首がこれまでの
説明を覆し，党首公印を自ら所持しているとして党首辞任の事実を否定，トワー
ン党首代行との間での対立が表面化した。これに対しトワーン党首代行はオンラ
インでの党大会を開催して正統性をアピールしたが，エルデネ氏はこれを認めず，
民主党はトワーン派とエルデネ派で事実上二分された形となった。両者の対立は
司法の場に持ち込まれており，解決には時間を要する。
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経 済

新型コロナウイルス感染症のマクロ経済・貿易への影響
　新型コロナウイルスはモンゴル経済にも影響を与えた。モンゴルの2020年実質
国内総生産（GDP）成長率はマイナス5.3％となり，市場経済化開始直後で経済が
混乱していた1993年以来の大幅なマイナス成長を記録した（Mongolian Statistical 
Information Service. 以下，2020年の統計数値はすべて予測値に基づく）。
　四半期ごとの部門別生産をみると，農林水産業は堅調であったものの，国境閉
鎖のあおりを受けて，輸出の柱となる鉱業・砕石部門の生産が激減しており，と
くに第 ₁四半期では前年同期比マイナス29.7％にまで落ち込んだ。加えて，卸
売・小売・車両修繕業もこの間を通じて前年同期比で ₂桁となる縮小を続けてお
り，商業・サービス施設の大幅な営業停止の影響が表れた形である（図 ₁）。
　新型コロナウイルスによる影響は貿易統計にも示されている。モンゴル銀行が
公開した統計によれば，2020年初頭のモンゴルの輸出入はともに減少している。

（注）　2020年の数値は予測値，2010年固定価格。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn）.

図 1　生産部門別四半期GDPの前年との比較
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とくに顕著なのは輸出で， ₃月の輸出総額は前年同月の34.4％， ₄月分は同
42.2％にまで落ち込んだ。ただしその後は持ち直し， ₆月以降はほとんどの月で
前年同月を上回ったことから，通年では約 ₁億5742万ドル（前年比2.2％）の減少
に収まった。他方，輸入については輸出ほどの鋭い減少はなかった反面，回復も
緩慢に止まり，通年では約 ₇億7159万ドル（前年比12.8％）減となった（図 ₂）。
　輸出総額の減少が小幅に留まった理由としては，2020年に金の輸出が極端に増
加したことが挙げられる。金の輸出は2019年に9.1トン（ ₄億1839万4000）ドルで
あったのが，2020年には30.5トン（17億8765万2000ドル）と急拡大した。一方で，
主要輸出品目である石炭は2019年の3660万4100トン（30億7881万9000ドル）から
2020年の2867万7100トン（21億2660万7000ドル），銅鉱石は同じく140万3600トン
（17億9586万8000ドル）から139万5100トン（17億7800万2000ドル）へと減少してい
る。ほかの主要品目も軒並み輸出額を落としており，金の大規模な販売によって
輸出の全体的な減少を乗り切ったことがみてとれる。

コロナ禍での経済対策
　新型コロナウイルスによる経済への影響が鮮明となるなかで，モンゴル政府は

（注）　輸出入とも FOB価格。
（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト（http://www.mongolbank.mn/）。

図 2　輸出入月次統計
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国際社会からの資金調達に努めるとともに，事業者・一般世帯への支援策を相次
いで打ち出してきた。 ₃月には政府が国際開発協会からの131億ドルの低利融資，
国際復興開発銀行から138億ドルの融資を受け入れ， ₅ 月にアジア開発銀行から
の ₁億ドルの融資協定が締結された。₆月には IMFがモンゴルからのラピッド・
フィナンシング・インストゥルメント要請を承認し，国際収支・財政収支対策と
して，7230万特別引出権（SDR），9900万ドル相当が提供されることとなった。こ
れら以外にも，日本をはじめ各国からの融資や，医療機器・器具や食料品等の物
資支援が寄せられた。
　このような支援を得ながら，モンゴル政府は国内での経済対策，国民の生活支
援策を行うこととなった。 ₃月にはフレルスフ首相が ₅兆1000億トゥグルグ規模
の経済対策を発表し， ₄月 ₁日～10月 ₁ 日の企業による社会保険料支払い，個人
所得税，中小企業の法人税免除，児童手当増額等を打ち出した。 ₈月にさらなる
経済対策を含む補正予算が成立すると，12月には政府による付加価値税免除法案
と関税免除法案が国会を通過した。これにより穀物全種類，植物油，家畜飼料全
種類等の関税と付加価値税が免除される。また政府は同月に国内全世帯の電力・
暖房・水道料金の軽減措置を導入し，国営企業エルデネト社が前年の利用額の範
囲で12月から2021年 ₇ 月までの利用料金を負担することとなった。加えて，モン
ゴル銀行は政策金利を12％から ₆％に段階的に引き下げたほか，住宅ローンの支
払い延期や，鉱業以外の輸出業者および中小企業への低利融資を用途として，商
業銀行に対し資金提供を開始した。

11年ぶりのゾド発生，家畜頭数大幅減
　新型コロナウイルスの影響とともに懸念されたのが，2020年冬からのゾド（雪
害）による家畜頭数の大幅な減少である。モンゴルでは2010年のゾドで過去最悪
の家畜の大量死が起こったが，翌年から家畜頭数は急回復し，2019年まで毎年家
畜頭数の過去最高記録を更新しつづけてきた。
　しかし，2020年は全国の広範な地域で牧草の生育が悪く，冬季に入ってゾドが
各地で深刻化した。2020年の家畜統計によれば，全国の家畜総頭数は前年より約
391万頭（前年比5.5％）減少している。とくにヒツジは約222万頭（同6.9％），ヤギ
は約154万頭（同5.3％）の減少を記録した。
　政府は牧民に対して牧草や家畜飼料の提供や，より条件の良い牧地への移動支
援等を行っている。これらが功を奏すれば，2010年のゾドのように被害が短期間
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で終息する可能性はある。しかし短期間でゾド被害が終息したとしても，家畜を
失った牧民が遊牧を諦めてウランバートルに移住することで，首都への一極集中
が助長される懸念もある。ゾドの経済・社会への影響は大きく，軽視することは
できない。

対 外 関 係

国際移動制限下でも行われた要人の往来
　2020年は世界各地で航空便の運航停止や国境閉鎖が行われたうえ，国内での新
型コロナウイルス対策を優先する必要もあり，対外関係での動きは限定された。
それでも，バトトルガ大統領の国外訪問，外相の往来は少数ながら行われた。
　バトトルガ大統領は ₁月，就任後初めて世界経済フォーラムに出席し，ブレン
ト代表との間でモンゴルの道路網およびエネルギー資源利用について意見交換を
行った。また，テドロス世界保健機関（WHO）事務局長，アリエフ・アゼルバイ
ジャン大統領，ソマルーガ・スイス大統領に加え，環境活動家グレタ・トゥーン
ベリらとも会談した。翌 ₂月には，新型コロナウイルス感染症が猛威を振るって
いた中国を訪問し，習近平国家主席や李克強首相と感染拡大防止に関する両国間
の協力について協議した。とくに習主席との会談では，バトトルガ大統領が中国
に対しヒツジ ₃万頭の贈与を表明したことが話題を呼んだ。ヒツジは春から秋の
草を食べて肥え太った10月に中国に引き渡され，武漢の医療従事者に食料として
提供された。
　他方，中国からは ₉月に王毅外交部長が来訪し，エンフタイワン外相と会談し
た。会談では包括的戦略的パートナーシップの強化，鉱物資源や農牧業生産物の
輸出拡大，新型コロナウイルス対策での協力強化，ロシアを含む ₃カ国での協力
事業推進が合意されたほか，モンゴル・中国国境秩序に関する政府間協定の改定，
中国からの無償資金協力に関する覚書に相互署名がなされた。ただ，中国内モン
ゴル自治区におけるモンゴル語教育の制限が国際的な関心を集めていた時期であ
り，スフバータル広場では来訪に合わせて抗議デモが行われたほか，フレルスフ
首相との会談では，詳細は明らかにされていないものの，首相からモンゴル語教
育について自身の見解が示されたと報じられた。
　同月にはエンフタイワン外相がロシアを訪問した。ラブロフ外相との会談で両
者は，ロシア・モンゴル・中国間天然ガスパイプライン建設のフィージビリ
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ティ・スタディの迅速な実施をはじめ，通商・貿易関係の強化で合意した。また，
スレプニョフ・ユーラシア経済委員会通商相との会談では，同委員会との自由貿
易協定締結について意見交換がなされた。
　10月には茂木外相が来訪し，バトトルガ大統領，フレルスフ首相，エンフタイ
ワン外相らと会談した。このうち，外相会談では両国間の戦略的パートナーシッ
プ中期計画の成功や，2021～2025年の同計画についても合意が近いとの見解で一
致するとともに，新型コロナウイルス対策目的で日本から2500億円の緊急低利融
資を提供することでも合意した。さらに，茂木外相からは停止していたビジネス
目的での往来再開やビザ供与開始について説明があった。一方で，バトトルガ大
統領との会談では，大統領がモンゴルからの対日輸出の伸び悩みを指摘し，技術
移転を希望する場面もあった。モンゴルは日本との間で経済連携協定（EPA）を締
結しながらも，対日貿易の大幅な輸入超過が解消に向かう兆しはなく，2019年の
河野外相来訪の際に続いて，バトトルガ大統領の失望感が露わとなった（『アジア
動向年報2020』参照）。

モンゴルにおけるワクチン外交
　注目されるのがワクチン外交である。モンゴルではフレルバータル蔵相がワク
チン調達の責任者となり，年末に入って調達に向けた動きを開始した。
　12月にフレルバータル蔵相は各国大使との間で，新型コロナウイルスワクチン
に関する会談を相次いで行った。このうち，マローン英大使からは，途上国のワ
クチン供給枠組み「COVAXファシリティ」による同国製ワクチンの供給につい
て説明を受けた。また，アズィコフ・ロシア大使との会談では，大使からスプー
トニク Vワクチンの低価格提供の提案があった。柴中国大使からは中国でのワ
クチン実験，生産およびモンゴルへの提供について説明があり，クレチェスキ米
大使からは人工呼吸器をはじめとする医療機器の贈与に加えて，同国製のモデル
ナ社ワクチンの迅速な輸送について意見交換がなされた。さらに，シン・インド
大使とは同国製ファイザー社，アストラゼネカ社ワクチンや，開発中のノババッ
クス社ワクチンの実験状況について情報提供を受けたほか，小林日本大使とも意
見交換を行った。
　モンゴルはワクチンを供給される側であるが，これらの会談を通じては，むし
ろ生産国側がモンゴルに対し積極的にワクチンを提供しようとする姿勢であった。
これはワクチンをてこにモンゴルへの影響力を強化する動きともみられ，2021年
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以降さらに「ワクチン外交」が活発化することが予想される。

2021年の課題
　2021年は大統領選挙の年である。憲法の規定により，候補者を擁立できるのは
人民党，民主党，人民革命党，労働国民党の ₄党しかない。このうち，与党人民
党については2021年 ₁ 月21日に首相職を辞任したフレルスフ党首が立候補すると
の観測がある。他方，野党ではバトトルガ大統領の再立候補の可否が焦点となる。
2019年の憲法改正で大統領の再選が禁止されたものの，バトトルガ大統領の就任
は改正前であり，この規定が適用されるかは定かではない。2021年に党創立100
周年の節目を迎え，かつ直近の大統領選挙で ₃連敗中の人民党は必勝態勢で臨む
であろう。バトトルガ大統領の人気も根強いため，再立候補が認められた場合，
趨勢は読みがたい。
　経済面では新型コロナウイルス感染症の影響緩和とオヨー・トルゴイ銅鉱投資
契約見直しが主な課題となる。とくに，フレルスフ前首相に代わり就任したオ
ヨーン＝エルデネ新首相は投資契約に批判的であり，契約破棄も辞さない態度を
示している。そのため，交渉次第ではすでに遅れが生じている坑内掘り区画の開
発の行方が懸念される。このほか，ゾド被害の影響に加え，2021年 ₁ 月 ₁ 日に発
効したアジア太平洋貿易協定（APTA）の効果も注目される。
　モンゴルでは憲法によって，大統領が対外政策の全権を代表すると定められて
いる。モンゴル外交の基本方針は一方でロシア・中国両隣国との関係を最重要視
しつつ，他方で日韓米や EUを「第三の隣国」と位置づけて関係強化に取り組む
ものである。ただ上記の憲法の規定上，両者のどちらに比重が置かれるか，また
ほかに外交上の主要課題として何が位置づけられるかは新たな大統領次第である。
つまり2021年以降の対外関係は，大統領選挙の結果に左右される。
　ただし，政府の新型コロナウイルス対策と世論の反応次第で，あらゆる分野の
状況はいかようにも変化しうる。先述したフレルスフ首相の辞任は，政府職員に
よる感染者の移送が非人道的として反発したウランバートル市民の抗議デモの帰
結であった。長引く規制と経済難への国民の不満は，今後もさまざまな機会で発
露するであろう。それらがモンゴルの政治，経済，対外関係に与える影響は未知
数である。

（高知大学教授）
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1 月10日 ▼国会本会議，年金担保融資の国庫
金による一括返済に関する法案可決。

▼モンゴル・アメリカ・日本三者会談開催。
13日 ▼ クワクワ世界銀行副総裁，来訪（～
14日）。バトトルガ大統領らと会談。
21日 ▼バトトルガ大統領，ダボスでの世界
経済フォーラム出席（～24日）。会期中にアダ
ノムWTO事務局長らと会談。

▼オラーン食糧・農牧業・軽工業相，ベル
リンでのグローバル食糧農業フォーラムに出
席（～26日）。会期中に屈冬玉国際連合食糧農
業機関事務部長と会談。
24日 ▼第 ₄ 回モンゴル・ロシア外務省領事
級会合，ウランバートルで開催。
27日 ▼バトトルガ大統領，ノルウェー訪問。
トレーン国会議長らと会談。
30日 ▼ノムトイバヤル国会議員，辞職。
31日 ▼臨時閣議，中国武漢での新型コロナ
ウイルス感染症（COVID-19）拡大に際し，中
国国境の通過制限措置決定。

▼秋期国会閉会。
2 月 3 日 ▼駐サンフランシスコ・モンゴル総
領事館，業務開始。
4 日 ▼第 ₂ 回モンゴル・クウェート領事級

会合，クウェートで開催。
5 日 ▼ダワー駐ロシア大使，プーチン・ロ

シア大統領に信任状進呈。
12日 ▼バトトルガ大統領，ツァガーン・サ
ル（旧正月）祝賀行事自粛と新型コロナウイル
ス予防に関する大統領令布告。

▼エンフトゥブシン副首相・国家非常事態
委員長，高度準備態勢宣言。13日より施行。

▼柴文睿駐モンゴル中国大使，バトトルガ
大統領に信任状進呈。
13日 ▼臨時閣議，中国とのすべての航空便
と国際列車の運行停止決定。

▼エンフボルド大統領官房長官，辞任。
14日 ▼バトトルガ大統領，シジル新大統領

官房長官任命。

▼オラーン食糧・農牧業・軽工業相，オー
ストリア訪問（～15日）。李勇国際連合工業開
発機関（UNIDO）事務部長らと会談。
15日 ▼ツォグトバータル外相，ミュンヘン

安全保障会議出席。
24日 ▼国家非常事態委員会，韓国への航空

便運航停止決定。
26日 ▼閣議，日本への航空便の全便運航停

止を指示。
▼韓国で新型コロナウイルスによるモンゴ

ル国民初の死亡者判明。
27日 ▼バトトルガ大統領，訪中。習近平主

席らと会談。
3 月 2 日 ▼ウランバートルからイルクーツク，
ウラン・ウデへの航空便運航停止。
10日 ▼モンゴル初の新型コロナウイルス感
染者判明。
11日 ▼モンゴル銀行，政策金利を11％から
10％に引き下げ。
13日 ▼ウランバートルからモスクワ，イス
タンブールへの航空便運航停止。
15日 ▼国外で足止め状態のモンゴル国民に
対し，帰国用特別航空便運航開始。
16日 ▼バドラル非常事態庁長官，外国人の
モンゴル入国停止発表，即日実施。
23日 ▼ 人民党第 ₅回幹部会開催（オンライ
ン）。
27日 ▼ツォグトバータル外相，アネン独国
務大臣と電話会談。
4 月 6 日 ▼春季国会開会。
9 日 ▼ 民主党全国政策委員会，幹事長に

バータルフー首都議会民主党議員団長を選出。
13日 ▼モンゴル銀行，政策金利を10％から

重要日誌 モンゴル　2020年
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₉％に引き下げ。
17日 ▼国会本会議，バトゾリグ国会議員の
辞職承認。
27日 ▼最高裁，ガントルガ前国会議員の上
告棄却。性的行為強要の罪で禁錮 ₂年確定。
5 月 1 日 ▼モンゴル商工会議所，政府に対し
雇用保護を求めるデモ決行。
6日 ▼新型コロナ感染症パンデミック期協

力・対策訓練，ウランバートルで実施（～ ₈日）。

▼ツォグトバータル外相，王毅中国外交部
長と電話会談。
7 日 ▼エンフボルド国防相，ショイグ・ロ

シア国防相とオンライン会談。
11日 ▼ 民主党全国政策委員会，デルゲル
マー副党首解任。後任にジャルガラン民主女
性連合副代表任命。
12日 ▼ツォグトバータル外相，アリスジャ
バナ・アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）
事務局長と電話会談。
15日 ▼国会本会議，ビジョン2050長期計画
承認。総選挙により休会。
16日 ▼人民党，幹部会開催。

▼民主党全国政策委員会開催（オンライン）。

▼人民革命党，幹部会開催。
21日 ▼ ツォグトバータル外相，第76回

ESCAP総会（オンライン）で議長担当。
28日 ▼ノムトイバヤル元国会議員，職権濫
用容疑で逮捕。
29日 ▼ツォグトバータル外相，ジャイシャ
ンカル・インド外相と電話会談。
6 月 2 日 ▼国会総選挙告示。

▼エンフボルド国防相，河野防衛相とオン
ライン会談。
8 日 ▼中小企業事業者連合，ショービジネ

ス事業者連合，スフバータル広場で事業再開
を求めるデモ決行。
13日 ▼エルデネバト元首相，職権濫用容疑

で逮捕。

▼ ツォグトバータル外相，シャンパー
ニュ・カナダ外相と電話会談。
18日 ▼バヤンズルフ・スフバータル・チン

ゲルテイ地区裁，バヤルツォグト元内閣官房
長官，ガンボルド元第一副首相，ビャンバサ
イハン総選挙立候補者の拘束決定。

▼ツォグトバータル外相，「一帯一路」国
際協力ハイレベルフォーラムに出席。
19日 ▼バトトルガ大統領，プーチン・ロシ

ア大統領と電話会談。
22日 ▼中南部で豪雨。 ₂人死亡，51戸浸水，

道路や鉄道一時不通。
24日 ▼国会総選挙実施。

▼モスクワでの対独戦勝記念パレードにモ
ンゴル国軍兵士参加。
29日 ▼ウランバートル銀行，貿易開発銀行

へ合併吸収。

▼大蔵省とアジア開発銀行，パンデミック
対策社会保障協力プロジェクト合意締結。
30日 ▼第 ₈ 期国会（2020～2024年）初回本会

議開会。
7 月 1 日 ▼人民党第 ₇回幹部会開催。

▼アマルサイハン首都知事，国会総選挙当
選により辞職。バトバヤスガラン首都開発政
策担当第一副知事が職務代行。
2 日 ▼国会本会議，第31代首相にフレルス

フ現首相指名。
8 日 ▼第 ₂ 次フレルスフ内閣成立。
9 日 ▼初回本会議閉会。
11日 ▼全国ナーダム，史上初の無観客開催

（～12日）。
17日 ▼非常事態庁長官にアリオンボヤン副
委員長兼本部長・准将就任。
18日 ▼ エンフタイワン外相，チャヴシュ
オール・トルコ外相と電話会談。
19日 ▼タワントルゴイ炭鉱からの石炭輸送
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運転手ら，運賃引き上げを求め座り込み決行
（～28日）。
28日 ▼フレルバータル蔵相，第 ₅回アジア
インフラ投資銀行年次総会（オンライン）出席。
31日 ▼モンゴル銀行・中国人民銀行間通貨
スワップ協定更新，期間 ₃年延長。
8 月 1 日 ▼モンゴル・中国間貨物輸送グリー
ンライト制度開始。
4 日 ▼ バトトルガ大統領，ランバー元保

健・スポーツ相を保健・社会政策・文化担当
顧問に，サンジミャタブ元国会副議長を農牧
業担当顧問に任命。

▼バヤンズルフ・スフバータル・チンゲル
テイ地区裁，バトゾリグ元食糧・農牧業・軽
工業相に ₅年間の公民権停止と4000万トゥグ
ルグの罰金刑判決。
5 日 ▼第 ₅ 回モンゴル・中国外務省間戦略

的対話開催（オンライン）。
17日 ▼臨時国会開会。

▼ザンダンシャタル国会議長，第 ₅回世界
議長会議に出席，演説（オンライン，～20日）。
25日 ▼大統領都市・地域開発担当顧問にエ
ンフバイガリ元国家安全保障会議戦略調査研
究所長就任。

▼フレルスフ首相とガスプロム社ミレル
CEO，オンライン会議でロシア・モンゴル・
中国の天然ガスパイプライン建設フィージビ
リティ・スタディ実施に関する合意書締結。
28日 ▼臨時国会，2020年度補正予算可決し
閉会。
9 月 2 日 ▼閣議，オドンバータル諜報庁長官
任命決定。

▼中国国内でのモンゴル語教育削減に反対
するデモ，中国大使館前などで発生。
7 日 ▼ ICTエキスポ2020，ウランバート

ルで開催（～11日）。
10日 ▼王毅中国外交部長，来訪（～16日）。

バトトルガ大統領らと会談。
14日 ▼モンゴル銀行，政策金利を ₉％から
₈％に引き下げ。
15日 ▼首都裁，エルデネバト前首相に禁錮
₆年，公民権停止 ₆年の判決。
20日 ▼ エンフタイワン外相，ロシア訪問

（～22日）。ラブロフ外相らと会談。
23日 ▼第 ₃ 回モンゴル・中国国境管理合同

委員会開催（オンライン）。

▼バトトルガ大統領，第75回国連総会にオ
ンライン出席，演説。
25日 ▼ スウェーデン外務省，モンゴル，

ジョージア，リベリア，ポルトガル，ウルグ
アイと“The Friends in Defence of Democracy”
結成と発表。
28日 ▼閣議，ドル建て国債「ノマド」発行

決定。
29日 ▼ エンフタイワン外相，シーヤール

トー・ハンガリー外相とオンライン会談。
30日 ▼ モンゴル，アジア太平洋貿易協定

（APTA）正式加盟。
10月 1 日 ▼秋期国会開会。
2 日 ▼ モンゴル・ドイツ合同軍事演習，

トゥブ県テレルジで開催（～30日）。
5 日 ▼ポンペオ米国務長官，バトトルガ大

統領と電話会談。 ₇日予定の来訪取り止め。

▼モンゴル・ロシア合同軍事演習「セレン
ゲ2020」開催（～31日）。

▼第 ₁ 回モンゴル・ユーラシア経済連合経
済連携協定合同調査委員会開催（オンライン）。
6日 ▼第 ₁ 回中国・モンゴル・ロシア経済

回廊運営会議，ウランバートルで開催（～ ₈日）。
7 日 ▼ 対外関係省，EUの「税務面で非協

力的な国・地域リスト」からモンゴルが除外
されたと発表。

▼ザンダンシャタル国会議長，イスタン
ブールで開催の第23回ユーラシア経済サミッ
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トにオンライン出席。
9 日 ▼茂木外相，来訪（～10日）。バトトル

ガ大統領らと会談。
14日 ▼モンゴル・カザフスタン外務省間定
期協議会開催（オンライン）。
15日 ▼統一地方選挙実施。
22日 ▼エルベグドルジ前大統領，民主党復党。
23日 ▼スミヤバザル国会議員，首都知事就
任。国会議員は辞職。

▼マネー・ローンダリングに関する金融活
動作業部会（FATF），モンゴルの「戦略的欠
陥のある地域」指定解除発表。

▼第 ₃ 回モンゴル・アメリカ経済政策協議
開催（オンライン）。ムンフジン対外関係省副
大臣ら出席。
27日 ▼ 元朝青龍ダグワドルジ氏，モンゴ
ル・日本協力問題担当大統領特使辞任を
Twitterで発表。
11月 6 日 ▼バトトルガ大統領，オルバン・ハ
ンガリー首相とオンライン会談。
10日 ▼ バトトルガ大統領，上海協力機構

（SCO）首脳会議（オンライン）に出席。
11日 ▼モンゴル初の新型コロナウイルス国
内感染者判明。

▼最高裁，エンフサイハン元首相に禁錮 ₄
年の有罪判決。
12日 ▼国家非常事態委員会，全面準備態勢
移行。
13日 ▼国会本会議，2021年予算可決。
23日 ▼モンゴル銀行，政策金利を ₈％から
₆％に引き下げ。
30日 ▼ ソドバータル副首相，SCO第19回
首脳評議会会合（オンライン）に出席。
12月 1 日 ▼ウランバートル，アルハンガイ県，
セレンゲ県以外で警戒態勢緩和，高度準備態
勢に移行。

▼ウランバートルで足止め状態の地方住民

に対する帰還措置開始。
4 日 ▼国会本会議，関税免除法案および付

加価値税免除法案可決。

▼首都裁，バヤル元首相に禁錮 ₂年 ₆カ月，
バヤルツォグト元内閣官房長官に禁錮 ₄年 ₈
カ月，ガンボルド元第一副首相に禁錮 ₁年 ₃
カ月，ビャンバサイハン元エルデネス・モン
ゴル CEOに禁錮 ₁年 ₃カ月， アリオンサン
元国税庁長官に禁錮 ₁年の判決。

▼エンフタイワン外相，第27回欧州安全保
障協力会議外相理事会出席（オンライン）。会
期中にシャンパーニュ・カナダ外相と会談。
7 日 ▼モンゴル銀行，非鉱業輸出業者およ

び中小企業への融資開始。
8 日 ▼第 ₄ 回北東アジア市長フォーラム，

首都知事室により主催（オンライン）。
12日 ▼バトトルガ大統領，気候野心サミッ

ト2020（オンライン）に出席。
13日 ▼閣議，12月 ₁ 日から2021年 ₇ 月 ₁ 日

まで全世帯の電力・暖房・ごみ処理費用の原
則国庫負担決定。
15日 ▼エンフタイワン外相，ムハンマド・

カタール外相と電話会談。
16日 ▼ バトトルガ大統領，最高裁判事に

ツォグト行政控訴裁判事を任命。

▼エンフタイワン外相，王毅中国外交部長
と電話会談。
18日 ▼民主党トワーン党首代行派，第10回

党大会開催 （オンライン，～19日）。
21日 ▼エンフタイワン外相，康京和韓国外

相とオンライン会談。
24日 ▼国会本会議，大統領選挙法案可決。

▼モンゴル・インド国交樹立65周年記念式
典開催。
25日 ▼国内初の新型コロナウイルス感染者

死亡事例発生。
31日 ▼国会本会議，改正反腐敗法可決。
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　 1 　国家機構図（2020年12月末現在）

（注）　 ₁）国家元首。政党の推薦を受け国民の直接選挙で選出，任期 ₆年。大統領資格は50歳以上，選
挙前 ₅年以上継続して国内に居住したモンゴル国籍の者。 ₂）国家最高機関。定員76人。任期 ₄年。
議員資格25歳以上。首相以下の閣僚を選出。定例年 ₂回， ₁回75日以上。 ₃）最高裁長官は最高裁の
提案で大統領が任命。検事総長は国家大会議との協議を経て大統領が任命。 ₄）任期 ₄年。 ₅）アイ
マグ（県），首都の知事は地方議会の提案で首相が任命。ソム（郡），地区などの首長は上部アイマグ，
首都知事が任命，任期 ₄年。 ₆）憲法裁判所判事は，大統領と最高裁判所が推薦し，国会が任命。

　 2 　政府・国会要人名簿（2020年12月末現在）

大統領 Kh. Battulga

　［閣僚］
首相 U. Khürelsukh（人民党）
副首相 Ya. Sodbaatar（人民党）
環境・観光相 D. Sarangerel（人民党）
対外関係相 N. Enkhtaivan（人民党）
大蔵相 Ch. Khürelbaatar（人民党）
法務・内務相 Kh. Nyambaatar（人民党）
食糧・農牧業・軽工業相
 Z. Mendsaikhan（官僚）
国防相 G. Saikhanbayar（官僚）
建設・都市計画相  B. Mönkhbaatar（人民党）
教育・科学相 L. Tsedevsüren（官僚）

文化相 S. Chuluun（民間）
道路・運輸開発相 L. Khaltar（民間）
鉱業・重工業相 G. Yondon（国営企業幹部）
労働・社会保障相 A. Ariunzayaa（人民党）
エネルギー相 N. Tavinbekh（人民党）
保健相 T. Mönkhsaikhan（民間）
官房長官 L. Oyun-Erdene（人民党）

　［国家大会議］
議長 G. Zandanshatar（人民党）
副議長 T. Ayuursaikhan（人民党）
副議長 S. Odontuyaa（民主党）
（注）　カッコ内は出身組織である。ただしモンゴ
ルでは官・民の間の移動が珍しくないため，こ
こでは直近の所属先を示している。
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  1 　基礎統計
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

人 口（年末，1,000人） 3,057.8 3,119.9 3,177.9 3,238.5 3,296.9 3,358.8
消 費 者 物 価 上 昇 率（％）2） 1.9 1.3 6.4 8.1 5.2 2.3
失 業 者 数（年末，1,000人） 32.8 34.4 25.5 25.0 20.8 18.1
為 替 レ ー ト（１ドル＝トゥグルグ）3） 1,995.5 2,489.5 2,427.1 2,643.7 2,734.3 2,849.9
（注）　１）暫定値。　２）各年12月時点の対前年同月比。　３）モンゴル銀行12月31日公表値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn），Socio-economic Situation of 

Mongolia, 2020年12月号，モンゴル銀行ウェブサイト（https://www.mongolbank.mn/）。

  2 　支出別国内総生産（名目価格）� （単位：100万トゥグルグ）
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

民間最終消費支出 13,130,524.9 13,130,524.9 14,922,178.8 17,598,908.1 20,376,886.5 21,189,828.0
政府最終消費支出 3,503,720.6 3,503,720.6 3,550,191.5 3,782,113.1 4,516,079.1 5,440,450.1
総 資 本 形 成 6,161,637.1 6,161,637.1 8,744,376.4 12,830,512.1 14,740,319.4 9,075,062.3
固 定 資 本 4,915,100.1 4,915,100.1 6,869,349.7 9,533,060.1 11,535,154.6 10,559,985.3
在 庫 増 減 1,246,537.1 1,246,537.1 1,875,026.7 3,297,452.0 3,205,164.8 -1,484,923.0

財・サービス輸出 12,019,547.7 12,019,547.7 16,668,531.9 18,951,604.3 22,407,250.5 21,790,935.6
財・サービス輸入 10,872,563.9 10,872,563.9 16,008,981.4 20,751,913.6 24,647,906.4 20,166,730.3
国 内 総 生 産（GDP） 23,942,866.4 23,942,866.4 27,876,297.2 32,411,224.1 37,392,629.1 37,329,545.7
海外からの純受取所得 -2,691,434.7 -1,971,731.5 -3,924,925.5 -3,321,963.9 -4,298,870.6 -
国 民 総 所 得（GNI） 21,251,431.7 21,971,134.9 23,951,371.7 29,089,260.2 33,093,758.5 -
（注）　１）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn）.

　 3　産業別国内総生産（実質：2010年価格）� （単位：100万トゥグルグ）
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

農 林 水 産 業 2,071,966.1 2,200,717.1 2,240,489.0 2,340,627.9 2,537,907.4 2,694,507.1
鉱 業 ・ 採 石 3,957,728.1 3,964,083.8 3,745,574.8 3,972,871.3 3,956,432.5 3,584,795.4
製 造 業 919,390.6 912,052.7 1,093,301.5 1,264,516.1 1,402,246.3 1,420,345.9
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 280,095.2 284,420.1 298,764.5 323,342.0 340,527.3 347,199.4
建 設 業 586,939.9 558,131.1 621,858.0 651,374.6 703,179.1 651,282.8
卸売・小売・車両修繕業 2,014,386.4 1,961,906.7 2,095,325.9 2,141,158.0 2,310,400.8 2,053,450.5
運 輸 ・ 倉 庫 1,002,494.3 1,117,567.8 1,276,243.1 1,373,177.2 1,400,987.7 1,119,438.2
情 報 ・ 通 信 368,739.0 344,328.8 390,052.4 420,375.8 451,758.8 453,419.3
金 融 1,011,836.8 1,035,154.4 1,128,919.1 1,190,647.3 1,313,308.5 1,325,408.6
不 動 産 802,869.5 812,869.1 867,474.8 927,619.5 951,755.7 934,136.3
公 務 ・ 国 防 447,416.3 447,162.5 452,528.4 455,119.6 477,135.7 480,324.7
そ の 他 サ ー ビ ス 907,989.2 911,056.2 927,857.8 964,979.2 1,004,068.6 985,692.5
生産品に課される税 1,388,003.6 1,395,456.6 1,653,707.6 1,986,392.1 2,093,434.0 1,888,101.2
国 内 総 生 産（GDP）15,850,726.1 16,035,924.9 16,891,768.3 18,115,852.2 19,050,461.8 18,034,014.5
G D P 成 長 率（％） 2.4 1.2 5.3 7.2 5.2 -5.3
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　表 ₂に同じ。
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  4 　家畜頭数 （単位：1,000頭）
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

総 数 55,979.8 61,549.2 66,219.0 66,460.2 70,969.3 67,068.5
馬 3,295.3 3,635.5 3,939.8 3,940.1 4,214.8 4,093.9
牛 3,780.4 4,080.9 4,388.5 4,380.9 4,753.2 4,732.0

ラ ク ダ 368.0 401.3 434.1 459.7 472.4 472.9
羊 24,943.1 27,856.6 30,109.9 30,554.8 32,267.3 30,049.4

ヤ ギ 23,592.9 25,574.9 27,346.7 27,124.7 29,261.7 27,720.3
子 家 畜 育 成 数 19,179.5 19,721.7 22,642.0 19,403.3 23,587.0 22,777.8
出生に対する育成率（％） 95.8 95.9 96.2 91.3 94.4 91.9
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（https://www.1212.mn），Socio-economic Situation of 

Mongolia, 2020年12月号。

　 5 　国際収支� （単位：100万ドル）	
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

経 常 収 支 -948.5 -699.7 -1,155.4 -2,206.8 -2,161.7 -576.2
貿易・サービス収支 -152.9 -0.5 277.6 -1,302.8 -833.6 281.3
貿 易 収 支 562.6 1,337.8 1,493.7 675.5 1,158.1 1,767.1
輸 出（FOB） 4,446.4 4,804.0 5,834.3 6,556.5 7,182.8 7,025.4
輸 入（FOB） 3,883.8 3,466.2 4,340.6 5,881.0 6,024.7 5,258.3
サ ー ビ ス 収 支 -715.5 -1,338.3 -1,216.1 -1,978.3 -1,991.7 -1,485.9
貸 方 690.6 800.9 966.3 1,111.6 1,232.7 634.6
借 方 1,406.1 2,139.2 2,182.4 3,089.9 3,224.4 2,120.5

第 一 次 所 得 収 支 -969.7 -911.2 -1,612.6 -1,227.5 -1,568.8 -1,313.8
貸 方 58.8 68.3 76.4 345.6 394.5 341.4
借 方 1,028.5 979.5 1,689.0 1,573.1 1,963.3 1,655.2
第 二 次 所 得 収 支 174.1 212.1 179.5 323.5 240.7 456.3
資 本 移 転 等 収 支 115.7 90.8 77.7 91.9 160.8 105.8
金 融 収 支 -788.0 -811.9 -2,599.3 -2,091.0 -2,677.6 -1,388.6
直 接 投 資 -82.9 4,170.9 -1,445.7 -2,136.7 -2,316.4 -1,648.7
証 券 投 資 -248.5 -487.1 -493.1 -60.8 -372.3 559.6
金 融 派 生 商 品 -1.4 38.1 16.8 -12.7 5.9 -5.1
そ の 他 投 資 -455.3 -4,533.8 -677.3 119.2 5.1 -294.4
誤 差 脱 漏 -223.3 -221.2 -61.6 -117.8 -223.9 -131.2
総 合 収 支 -268.1 -18.2 1,459.9 -141.7 452.9 786.9
（注）　資本移転等収支と金融収支の符号は（＋）は資本流出，（－）は資本流入を意味する。 ₁）暫定値。
（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト（http://www.mongolbank.mn/）。
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　 6 　主要国別貿易構成比（2020年）1） （％）

輸
出

中国 スイス シンガ
ポール イギリス ロシア 韓国 イタリア ドイツ アメリカ その他

72.5 22.2 2.0 1.1 0.8 0.3 0.3 0.2 0.1 0.6

輸
入

中国 ロシア 日本 アメリカ 韓国 ドイツ ポーラ
ンド ベトナム ベラル

ーシ ベトナム

36.1 26.4 7.7 4.6 4.5 3.5 1.1 1.1 1.0 14.1
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Socio-economic Situation of Mongolia, 2020年12月号。

　 7 　主要輸出品 （単位：万ドル）
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

石 炭 55,592.3 97,307.3 226,764.2 280,251.8 307,881.9 212,660.7
金 42,056.8 75,840.9 59,535.4 14,449.9 41,839.4 178,765.2

銅 精 鉱 228,013.5 160,775.4 161,311.7 201,219.4 179,586.8 177,800.2
鉄 鉱 石 22,720.0 24,989.1 31,335.5 34,218.1 57,657.7 63,969.7
原 毛 カ シ ミ ヤ 19,718.1 19,253.5 20,564.0 25,195.6 28,329.0 18,531.3
亜 鉛 精 鉱 10,165.9 14,541.3 18,080.9 19,780.6 18,900.5 16,768.1
蛍 石 精 鉱 6,548.7 5,897.0 8,421.8 18,985.8 20,525.8 15,632.3
原 油 38,721.7 33,718.1 37,407.1 39,198.8 36,666.6 15,085.3
精 錬 粗 銅・ 銅 合 金 6,667.5 7,418.9 9,273.5 8,244.9 6,890.4 5,932.0
モ リ ブ デ ン 精 鉱 2,947.4 2,644.7 3,735.9 4,993.9 4,901.2 4,070.4
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Service（http://www.1212.mn）.

　 8 　主要輸入品 （単位：万ドル）
2015 2016 2017 2018 2019 20201）

デ ィ ー ゼ ル 燃 料 37,667.9 25,484.2 42,791.6 57,673.4 66,938.2 43,242.1
乗 用 車 20,996.8 21,973.8 26,038.3 40,784.6 41,874.0 29,731.6
ト ラ ッ ク 4,994.4 4,648.4 19,128.9 28,374.6 42,114.5 26,901.9
ガ ソ リ ン 27,397.1 19,293.4 24,374.8 30,865.6 32,736.8 24,470.4
電 力 12,918.2 12,535.5 13,597.5 14,253.9 14,444.6 14,166.8
ブルドーザー・地ならし機・ロードローラー 4,504.6 3,102.6 8,729.3 13,318.6 18,615.1 12,593.8
電 信 電 話 機 器 8,061.1 10,417.6 9,454.0 10,807.9 9,484.8 9,395.6
包 装 済 医 薬 品 6,113.2 7,242.1 7,705.7 9,599.1 8,511.0 8,989.7
昇 降 機， 荷 役 機 器 部 品 2,887.2 2,509.4 4,496.3 6,852.3 8,817.7 6,941.2
タ バ コ 5,223.9 4,999.9 5,671.7 5,371.2 6,104.2 6,056.4
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　表 ₇に同じ。


